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第1章 緒 言

 昭和14年1月以降藪ケ月＝亘り文部省ヨリ金

澤市松ケ枝町尋常小學校晃童約10eo名＝ツキ，

虚弱見童二關スル特殊調査ノ依頼ヲ受ケ教室総

動員ノ下二，小學校側ノ協力ヲ得テ，諸種ノ身

禮的計測ノ外，眼（近覗），歯牙（齢歯〉，盤温，

肺活量ノ測定ヲ爲シ，一方身禮ノ臨豚上二於

ケルー般的診察ト共二，胸部ノ「レ線槍査特二

全部ノ「レ線爲眞撮影ヲナシ，且ツマントー氏

「ツベルクリン学制ヲモ槍シ，更二家庭及ビ本

人ノ既往歌艶艶二亘リ，廣汎ナル調査ヲ途ゲタ

リ．而シテ細心ノ調査資料ノ中，マントー氏

千慮ノ歌手ニツキテハ既二八1，2報二護表セ
リ．

 余等ハ今回ハ更二，身盟的計測トシテ，身

長，禮重ヲ，叉龍温及ビ肺活量ヲ測定シ特二禮

温トマソi・一口標準，蓮動＝ヨル艘温ノ影響，

肺活量：ト身長，艦重トノ關判司ツキ柳力調査槍

討ヲ致セルラ以テ鼓中側輩二報告セントス．

第2章 検査材料及ビ方法

      第1節検査材料
 昭和14年1月ヨリ3，月迄ノ間二金澤市松枝町尋常小

學校児童纒数1005名二巴キ各年齢別口身長，燈重，膿

温及肺活量ヲ測定シ且之等測定値間ノニ三ノ瀾係ヲモ

窺ヘリ．年齢ハ昭和14年2月1日ノ計算二依リ満6年

1日以上di 7年迄ノモノヲ7年トシ，其ノ他ハ之二準

ズルモノトス．叉児童ノ構成環境二關シテハ既二第1，

2報二野ぺ：タリ。

      第2節槍査方法
      第1項 身長及ビ朝戸

 之等ノ槍査ハ四部省ノ指示セル學三身腿橡査法二準

糠シテ施行セリ．

       第2項 髄  温

 安灘時及蓮動（膿操）ノ前後二於ケル髄温ヲ測定セ

リ．安静時ノ盟温ハ毎日午前9時ヨリ11時ノ闇，午後

ハ1時ヨリ3時迄ノ間二各1回宛測定シ引績キ6日間

蓮讃實施シ，夫々其ノ李下腿温ヲ三士，1。C以下小数

窯2位マデ算出セリ，運動ノ前後二尉ケル燈温ハ屋内

盤操場二於テ駈足10分間ヲ各年齢ヲ通ジテ行ヒ，其ノ

蓮動ノ直前及直後二三ケル騰温ヲ測定セリ．髄溜測定

・・ハ柏木1分間匿温計（クリスタル）ヲ以テシ豫メ示度

ノ正確ナル事ヲ再興定訳ルモノヲ使用セリ．豫メ腋窩

ヲ拭キ乾燥サシメ，膣温計挿入ハ吉田章信氏法二從ヒ，

上艦垂直位ニテ腋窩二向ヒ斜前下方ヨリ尉後上方二

方ヒ挿入シ，水銀槽部ヲ深ク腋窩ノ申心ニハサミ，同

側ノ」1腿ヲ胸二押シツケ，他側ノ手ヲ之二撚ハシメタ

リ．挿入時間ハ満3分間トセリ．

      第3項肺活量』
 吉田章信式潔性肺活量計二依リ3回計測シ，3回ノ

申ノ最大値ヲ以テ縛帯者ノ肺活量トセリ．勿論計量前

豫口糧童ヲシテ其ノ要領ヲ會得セシ出職キタリ．

     第4項「マン1・ 同氏制覇

 該二二1二於ケノt術式，判定法，及ビ其ノ成績ハ第1

及ビ第2報二詳述セリ．

   第5項罷i濫，肺活量測定時ノ

        氣温及ビ漁度

 測定時期（1月申旬ヨリ2月下旬二亘ル）二目ケル室

温ハ5。⊂～10。C，｛割塚71～80％ナリキ，

第3章 槍 査 成 績

       第1節禮  温

    第1項腋窩禮盗ノ測定條件

 抑モ腋窩膿温トハ上臆ヲ胸壁二密着セシメタ

ル時爾者ノ聞帥チ腋窩二獲生セル最高溜度ノ事

ナリ．而シテ此ノ腋窩髄盗ノ測定ニハ，腋窩ノ

湿度獲生ト罷温計ノ示度上昇スルニ要スル時闇

トガ問題トナル．胎動諸家ノ此ノ霜露測定二恩

スル時間二關シテハ必ズシモ所三一致セズ，

K：rausハ腋窩中央二10分越， Tre1〕denburgハ挿

入後10分以上，1・andoisハ少ク1・モ15分ヲ要ス

ルトセリ．本邦二於テモ鬼塚氏ハ腋窩ノ温マル

ニハ少クトモ10分聞ヲ要シ槍温ニハ十激分間以
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上ヲ要スルトシ，5分間検温ト眞正艦温トノ聞

ニハ約0．3。Cノ差異アリトセリ．吉田氏モ槍温

ニハ恒定温二二スルマデ挿入スルニ非ザレバ眞

ノ禮温トハ云ヒ難iシトシ所謂第三次槍濫法ヲ：施

行スベシト主張セリ．且ツ禮温計ハ斜前下方ヨ

リ斜後上方二挿入シ水銀部先端ヲ腋窩中央部二

置クベシ5シ此際軍ナル横位二挿入セル場合ヨ

リ0．4σC高シト述べタリ．斯クノ如ク從來ノ諸

家報告ニヨル腋窩禮温ノ測定時間二關シテハ種

々ノモノアリ，伺統一サレタル規定ナク短キハ

3分聞ヨリ長キハ15分闇以上二及ベリ．

 甲西ハ金澤明科大學小見幽幽室外來二於テ日

常採用セル方法二一ヒ，上二記セル如ク柏木1

分聞罷i盗計（クリスタル）ヲ使用シ之ヲ既記ノ如

キ方法ニヨリ挿入後満3分聞ヲ維タル後ノ膣温

示度ヲ以ツテセリ．

     第2項総雫均髄温
 調査人員総数1005名ノ雫均艦温ハ第1表二示

ス如ク午前36．51±0．010。C，午後36．65±0．009

。Cニシテ午後ノ禮温ハ午前ヨリ・O．14。C高ク此

ノ差ハ統計學上有意ナリ．

第1表 年齢ト龍温（。C）

e

、＼

_ 午 前 午 後
調査入員年齢

M±m σ M±m σ

7 36，68：±：0．044 0，268 36．84：」＝0．045 0，045 37

8 36．71±0．019 0，253 36。80±0．019 0，019 170

9 36．57±0．018 0，240 36．69±0．020 0，020 168

10 36．59士0．021 0，261 36．70±0．021 0，021 149

11 36．44±0．022 0，288 36．58±0．021 0，021 171

12 36．40±0．024 0，299 36．57±0．024 0，024 162

13 36．29±0．020 0，253 36．51±0．020 0，020 160

絡平均7－13

36．51±0．010 0，302 36．65±0．009 0，009 1005

     第3項 髄温分布
 調査人員1005名ノ罷i温分布ハ第；2表ノ如ク，

之ヲ曲線ニテ表ハセバ第1圖ノ如シ．EPチ午前
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第2表艦温分布
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     第4項年齢ト艦温
 各年齢二於ケル午前及ビ午後ノ亭均禮盗ヲ示

セバ第1表ノ如シ．之ヲ曲線ニテ示セバ第2圖

ノ如シ．

7  8  S 10

      （年 齢）

11 12 13

 各年齢二於ケル其ノ平均禮温ハ午後二於テ

午前ヨリ高シ，而シテ其ノ差異ハ0．22。Cヨリ

0．09。Cノ間ニアリ，之ヲ統計學酌二槍スルニ

7年二於ケル差異ハ調査入員少ク誤差ノ範園内

ニアルモ，其他ノ各年齢二於ケル午前，午後ノ

差異ハ何レモ統計學上有意ナリ．

 各年齢相互間二於ケル亭均罷温ヲ夫々午前及

ビ午後ニツキ比較スルニ午前＝於ケル7年及ビ

午前，午後二於ケル10年ヲ除ケバ年齢ノ増加ス

ル＝從ヒ艦温ハ低値ヲ示セリ．其ノ差異ヲ統計

學的二検スルニ8年ヨリ9年，10年ヨリ11年及

ビ午前二於ケル12年ヨリ13年二亘ル平均罷温ノ

低下ハ統計學上有意ナリ．

     第5項性別ト髄温

 男女別総平均艦温ハ午前，男子36．56±0．013

。C，女子36．45±0．013。C，午後，男子36．71±

0．012。C，女子3659±0．013。Cナリ．印チ何レ

モ男子ハ女子ヨリ僅力＝高値ヲ示シ，此ノ性別

ノ差ヲ統計學的二槍スルニ爾者共有意ナル結果

ヲ得タリ．（第3表滲照）

 叉各年齢別二夫々午前，午後二於テ男子及ビ

女子ニツキ準均禮温ヲ求メタルニ第3表二示ス

如クー般＝男子ハ女子ヨリ高値ヲ呈スルモ，之

等ノ値ノ相異ヲ統計學上二求ムソバ，7年及ビ

8年二於ケル午前，11年二於ケル午前及ビ午

後，12年＝於ケル午後ノ男女ノ差ハ有意ナルモ

他ハ悉ク誤差ノ範園内二在リ．
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第3表 性別ト艦濫
午       前 午        後年 齢

男 女 男 女

M土m 場 σ 」 入員 M十m 唱
σ 入員 M十m 一

σ 人員 M±m σ 入員
78910111213

36．87±0．063

W6．76±0．026

R6．60±0．026

R6．62±0，028

R6．51±0．031

R6．45＝ヒ0．036

R6．33±0．031

0，228

O，261

O，242

O，253

O，270

O，294

O，283

13

P00

W8

W4

V4

U7

W3

|509

36。58±0．039

R6．63±0．027

R6．55±0．026

R657±0，027

R6．38±0．031

R6．36±0．033

R6．32±0．030

0，192

O，226

O，237

O，221

O，305吻0，299

O，268

24

V0

W0

U5

X7

W3

V7

黷S96

36．99±0．069

R6．83±0．023

R6。71±0．025

R6．73±0．028

R6，65±0．034

R6。68土0．031

垂U・56±0，030

0，248

O，232

O，233

O，254

O，290

O，251

O，274

13

P00

W8

W4

V4

U7

W3

36．76±0．053

R6．74±0．026

R6．66±0．030

R6．67±0．029

R6．52±0．026

R6．48士0．029

R6．48±0．025

0，258

O，220

O，273

O，237

O，257

O，263

O？217

24

V0

W0

U5

X7

W3
V7｛496

総準均7一よ13

36．56±0．013 、（L302 36．45±0．013 0，289 36．71±0．012 0，275 509 36．59±0，013 0，286

引

     第6項異常髄濫ト年齢

 余等ハ37・1。C以上ヲ異常膣温ト見倣シ此上

6日聞ノ測定二於テ各年齢二於ケル37．10C以

上ノ異常艦温ヲ1回以上有スル者並二其ノ回数

ニツキテノ頻度ヲ算スルニ，第4表ノ：如ク大上

年齢ノ増加二從ヒ其ノ人員虹鱒其ノ回激ノ百分

…率ハ低下ヲ示セリ．ヌ．37．1。C以上ノ膿濫護生

回藪二封スル人員ノ百分率ハ第5表ノ如ク1回

以上ノ褻生率ハ総四病ノ52・94％ヲ占メY 一・r回難

ヲ増スニツレ漸次三生率や減少セリ∫

 異常髄温百分率ノ年齢的差異ヲ統計學的二槍

スルニ，人員二一テハ10年ト11年ノ間及ビ12年

ト13年トノ三二於ケル減少ハ有意ナルモ，他ノ

年齢相互間二戸ケル減少ハ然ラズ．回歎二於テ

モ8年ト9年ノ聞及ビ10年ト11年ノ闇二認メラ

ル、減少二於テノミ有意ナリ．

第4表 37．1。Cノ以上二二ト年齢

年 齢 調査人員
37．1。C

ﾈ上ノ
?

同百分率 全測定
?数

37．10C

ﾈ上ノ
�

同職百i率

7  F 37 28 75・68 444 90

8 170 1工8 層69．41 2040 415 20．34

9 168 105 62．50 2016 262 13．00

10 149 98 65．77 1788 273 15．27

11 171 71 41．52 2052 144 7ゆ2

12 150 72 48．00 1800 168 9．33

13 160 40 25．00 1920 74 3．85

総 計 1005 532 5294 12060 1426 11．82

露

第．3圖
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第5表  37．1。C以上ノ盟温獲生回数ノ人員百分率

護生回数 1回
ﾈ上

2〃

V
3〃

V
4〃

V
5〃

V

6〃

V
7〃

V
8〃

V
9〃

V
10〃

@〃

11〃

@〃

12〃

@〃

人 員 532 345 220 ・37179 54 28 18 11 9 3 1

百分率 52．94 34．33 21・89・3倒乳86 5．37 2．78 1．79 1．09 0．89 0．29 0．09

   第7項マントー氏反磁ト禮温

 「マ氏反慮陽性者及ビ陰性者＝於ケル夫々平

均髄温ヲ示セバ第6表ノ如ク午前，午後共爾者

ノ艦温ハ略々伯仲スレドモ，「マ氏叡慮陽性者

僅力＝低値ヲ示セリ．然レドモ此ノ差異ハ僅少

昌シテ勿論統計學上有意ナラズ．二二37．1。C

以上ノ態態ヲ有スル者ト「マ氏反感トノ關係ヲ

見ルニ第7表ノ如ク「マ氏反鷹陰性者二於ケル

人員並二其ノ回数百分…率ハ僅カニ大ナルモ，其

ノ差異ハ同様僅少ニシテ統計學的＝有意ナラ

ズ．

第6表  マントー氏反慮ト盤温

午    前 午    後
調査人員

M±m（。C） σ M±m（。C） σ

マ氏陽性

}氏陰性

36．49士0．016

R6．52士0．012

0，300

O，297

36．64±0．015

R6．66±0．011

0，286

O，281

361

U44

匂

第7表  37．1。C以上ノ罷温トマソトー氏反鷹

「マ氏反慮 調査入員
37．1。C

鋳ｴユ
挙?

同百分傘
同測定
?撒

37．1。C

鋳ｴユ
級�

同百分率

陽性（7－13年）

A性（7－13年）

361

U44

191

R41

52．91

T2．95

4332

V728

489

X37

11．29

P2．12

 第8項蓮動ト天下ノ動揺及ビ「マ氏反慮

 第2章＝記セシ如ク各年齢ヲ通ジテ行ヒタル

蓮動ノ前後二於ケル禮温ノ動揺歌態ヲ調査セル

ニ第8表ノ如キ結果ヲ得タリ．EPチ蓮動直後二

増加ヲ示セル者ハ最：モ大多数ヲ占メ，各年齢二

於ケル丁丁増加率ハ54．05％ヨリ75．44％＝及ビ

総ZF均66．47％，各年齢ノ亭均増加湿度ハ0・37。C

ヨリO．47。Cノ闇ニアリ．絡準均0・39。Cヲ示セ

リ．反之他ノー一・部ノ者二於テハ蓮動後ノ測定艘

温却ツテ直前二比シ減少ヲ示シ，他ノー部ハ蓮

動ノ前後二於ケル髄温ハ同一ニシテ攣化ヲ示サ

ザル結果トナレリ．而シテ其ノ蓮動後ノ罷温減

少率ハ年齢的平均二於テ10．53％ヨリ29．73％ノ

間ニアリ，絡亭均17．01％ヲ示シ，其ノ減少温

度ハ0．210Cヨリ0．33。Cノ間＝アリ，準均0．27

。Cトナリ，叉蓮動前後攣化ナキ：者ノ百分率ハ

13．42％ヨリ21．43％二及ビ，総亭均16・52％ヲ示

セリ．以上ノ各年齢相互間二於ケル増加牽，減

少率及ビ攣化ナキ者ノ百分率ヲ比較スル＝一一定

ノ關係ヲ認メ難シ．

［ 1ee ］
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第8表 郡部ニヨル髄盗ノ動揺ト年齢

年 齢
調 町
l 員

増 加
l 員

増加者
S分率

牢均増
ﾁ温度

減少
l 員

減少者
S分…率

李均滅
p温度

増減ナ
L入員

同 者
S分i率

7 37 21 54．05 0．37 11 29．73 α25 6 21．43

8 170 105 61．76 0．43 33 19．41 0．21 32 18．82

9 168 115 68．46 0．35 24 14．29 0．28 29 17．26

10 149 112 75．17 0．34 17 11．41 0．20 20 13．42

11 171 129 75．44 0．36 18 10．53 0．26 24 14．04

12 150 96 64．00 0．41 24 1600 0．27 30 20．00

13 160 91 56．87 0．47 44 27．50 0．33 25 15．63

総 計 1005 668 噂66．47 0．39 171 17．01 0．27 166 16．52

ee 4圖蓮動ニヨル髄温ノ動揺ト年齢

       一増加…4r
    一。一一一一一一一一一一一一減少率

    一・・e＝．．．．一一。一・ 一三化ナキ卒

 80
i，o

ih． ga

奮ll

；8・ q．L 一」．磯、く二赴～＿．＿．！づクく・、
      唱鳥噺r・暢一＿＿＿eノ

 次二感動開式ル禮盗ノ動揺歌論ト「マ氏反磨

トノ下層ヲ検スルニ，第9表ノ如ク「マ氏反慮

陽性者二於ケル罷温ノ増加率ハ「マ氏反鷹陰性

者ノ夫レニ比シ梢々少シク大ニシテ，減少率及

ビ攣化ナキ者ノ率ハ夫’々少シク小ナル値ヲ示セ

リ．而シテ之が差異ヲ統計學的二槍スル＝，

「マ氏反慮陽性者二於テ蓮動＝ヨリ禮温ノ増加

セル者ノ百分率ハ統計學上有意トナレルモ，共

ノ減少及ビ攣化ナキ者ノ百分率ハ有意ナラザル

結，果ヲ得タリ．

7 8 9 10 11 12 13
      （年 齢）

第9表 蓮動ニヨル禮濫ノ動揺トマソトー」氏反感

「マ氏

ｽ慮
調 査
l 員

増 加
?員

増加者
S分率

牢均壇
ﾁ温度

滅 少
l 員

陽 性 361 256 70．91 0．39 56

陰性 644 412 63．98 0．39 115

導引者
百分率

15．51

李均減
少温度

。．30 1

増減ナ
キ青磁

 49

i7・ss 1’ o．2s 1－iiJt

同 者
百分率

13．57

18．17

     第9項 小才及ビ考按

 諸家ノ學：童腋窩四温二關スル報告ヲ見ルニ，

第10表＝示ズ如ク固ヨリ槍温法ノ相異ニヨリ多

少ノ高低ア＞Vモ，所謂第三次槍盗七四ヨル恒定

温ヲ除キテハ，其ノ平均禮温ハ37。C以下ナル

ヲ常トス，而シテ午後ハ午前ヨリ高キ値ヲ示セ

ル事及ビ男女間ノ髄温ニツキテハ男ハ女ヨリ梢

女高値ヲ呈セルハ諸家ノ概ネー致シテ報告セル

所＝シテ余等ノ成績モ同様ノ關係ヲ示セリ．

 年齢田鰻温ニツキテハ諸家ノ報告必ズシモー一

致セズ．田中，坂野外5氏，東京市日校衛生掛

等ハ年齢的二特別ナル差異傾向ヲ認メズトセシ

ガ，近藤氏ハ尋常3年以下二才シ4年以上ハ

0・10C，高等科ハ0・2。C低キヲ報ジ，高田，吉

田（章）氏ハ年齢ノ増加ト共＝其ノ手馴四温ハ低

下スル傾1向ヲ認メ，吉田氏ハ特＝ 12r13年ノ獲

情期二重テ平均0・1。C低下スト述べタリ・

 而シテ高田氏ハ此ノ傾向ハ身髄ノ新陳代謝機

［ 163 ）
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韓ノ盛蓑二大髄一致セル如シト云ヘリ．

 余毒ノ成績一男女共二幽々年齢ノ増加ト共弓

懸ノ亭均禮盗ハ低下シ，吉田氏等ノ報告トー致

セリ．而シテー面成年：者ノ罷玉算玉虫期ヨリ更

＝低下セル事實ヨリ考察スルニ，一般二小見期

燈温ハ年齢ノ増加ト共二成年期二郎スルマデ漸

次低下傾向ヲ有スルモノト見徹シテ可ナラン．

 次二37。C叉ハ37．10C以上ノ異常盟温ヲ示

ス學童ハ近來一般二有熱或ハ微熱見手トシテ扱

ハレ其ノ健康二二ニツキ特二虚弱罷質二巴潜伏

性結核トノ刀豆二言テ注意ヲ喚起サンツ・アル

所ナリ，、而シテ坂野外5氏ノ引用セル37。C三

門37．19C’LJs上ノ異常罷温獲生頻度二關スル諸

家ノ報告ヲミルニ特…二明カニ第三…次槍温法ニヨ

『レ〉レ報告四谷テ60一一一80％ s ncセル高率ヲ除クモ

樹全兇童ノ15％内外ヨリ50％以上ヲ占メ居ル結

果ヲ示セリ．余剰ノ成績二於テモ上述ノ如ク6

日聞蓮績罪報二酉テ1回以上37・1。C以上ノ禮

温ヲ示セシ者ハ實二全見童ノ52．94％ヲ占メタ

ルハ注目スベキ現象ナルモ，是レ蓮績槍温6日

号12回＝於ケル威績ニシテ輩二総測定回藪ヨリ

見レバ37．1。C以上ノ艦丁丁生回数率ハ11・82％

トナレリ．帥チ余子ノ如キ比較的短時間槍盗法

ニヨルモ街相當頻度ノ異常高温ヲ見タリ．蝕二

於テ此ノ異常罷温が果シテ病的意義ヲ有スルや

否やニツキテハ勿論一三籐ノ身盟状況ヲ槍討シ

タル上愼重二論ズルノ要アリト信ズ．

 而シテ罷i温ト「ツベルクリン皮内反慮トノ關

第10表  諸家報告ノ學童腋窩艦齢

報 告 者
卒  均  ｛鐙、温

ﾟ前（。C） 午後（。C） 被橡者数 槍 温 法

田F ¥ 武 助
♂  36．51
? 36．49     一

817 6日闇治績

．田 川 八 郎 363－36．6    ＿ 幼稚園児 3分間槍師

東京市學校衛生掛
8     36．8         37．0

?    36．7         36．9
616 5〃 〃

野 村 禮 之
3     36．69      37．01一 ，10

?    36．62      36．84－ 93
10000 、5〃  〃

i少グ共）

廣島市學校衛生掛 36．7 學 童 不 詳

横 田 貞 一 36．6－36．7    36、8－37．0 〃（5－76年） 〃

近  藤  某

37・2（3年以下）37・1（4年以上）37・0（高等科）

4000 〃

」佐々木一夫 δ     36．55
?    36．47

279 5分間検温

     ｝  一g 田 章 信
ﾟ 藤 政 義

＄  37．21

? 37．13    一
7298 第3…欠橡温

高 田 隆 次
8     37．16         37．40

?    37．｛〕9        37．40 學 童 〃

森  田   誠

珥V易次郎
3   36．7－37．1    36．7－37．2

?  36．7－37．0    36．8－37．1
 921
i7－14年）

〃

坂野外5，名
8     37．22        3ノ．30

?    37．19         37．25
 760
i7－12年）

〃

余      等
3  36．56＝ヒ0．013  36．71±0．012

? 36．45±0曾013   36．59±：0．013
 1005
i7－13年｝

6日斗出績3分間梅温

係二關シテハ余等ハ上述ノ如ク其ノ牢均艦五二

於テモ，又37．1。C以上ノ異常禮温護憲率ニツ

キテ毛マントー氏反鷹ノ陽1生者ト陰1生者聞二

殆ンド相違ヲ認メザリシが之ヲ諸家ノ報告二徴

スルa，西堀，賀川，塀村，吉田，近藤，東京

市學校衛生掛，坂野外5氏等ノ成績ハ何レモ，

「ツベルクリン皮内遭難ト艦温トノ間二余事ト

同様特殊ノ關係ヲ認メザルニー致セリ．

 次二學童ノ蓮動ニヨル罷盗ノ動揺二關シテハ

未ダ報告ノ見ルベキモノナキが如シ．高田氏ハ

E 164 ］
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農學校生徒隼齢f5年及ビ16年ニツキ槍シ安静時

9リ蓮動後ハ雫均0．2。C高シト述べタリ．同一

種類ノ蓮動直前及ビ直後二槍セル余等ノ成績ハ

上述ノ如ク：，総数ノ約3分ノ2ハ蓮動注艦温上

昇ヲ來セルモ，爾絵ノ3分ノ1ノ中約牢数ハ禮

温ノ攣動ナク，他ノ牛数ハ蓮動困却ツテ禮温ノ

低下ヲ見タリ．

 一般二生理學的ニハ無論身口輪動特二筋蓮動

ニヨリ禮内ノ温熱穴生ハ増大シ從ツテ理論的ニ

ハ全員共蓮雪後腿温ノ上昇ヲ來スベキ課ナリ．

然ルニ余等成績ハ多少之ト趣キヲ異同セルガ，

其ノ由ツテ來ル所ヲ考察スルニ，十寸ノ此ノ調

査ヲ實施セル期聞ハ凡テ1月中旬ヨリ2月中旬

マデノ當北陸二丁ケル最モ寒冷～候二相當シ，

調i査時ノ禮操場ノ氣温ハ5。C－8。C二冷却シ居

りシヲ以テ，蓮動中払温上昇ニヨリ腋窩二垂準

シ更二塞冷ナル外壁ニヨリ冷却ヲ來シ四温時，

腋窩ヲ乾拭セシメタルモ，既団々窩皮膚四温度

山相當冷却低下シ居りシタ下槍温二際シ雲呑ノ

上昇二時間ヲ要シ，余等ノ検温時聞3分間ヲ以

テハー部分ハ蓮歩後立盗ノ上昇ヲ充分二示サザ

            第16表A

リシニ依ルモノナルベク，其ノ結果帥チ禮温ノ

上昇度ト腋窩皮膚温度ノ冷却度トノ差異ニヨリ

叙上ノ3種類ノ成績ヲ現ハシタルモノナラント

思惟ス．故二向後ハ蓮動前後ノ禮温測定ニハ特

二高冷時ハ梢々長時間ヲ以テセバ，斯ル差異勘

カルベシト信ズ．

     第2節身長及ビ罷重

    第1項年齢別及ビ性別身長

 年齢二二ビ性別＝於ケル身長ヲ測定セル成績

ハ第16表Aノ如シ，年齢ノ増加二從ヒ，男女共

’身長ノ増加ヲ示セルガ，各年齢間1年ノ増加量

ハ男子心耳テ8年ト9年，9年ト10年トノ聞最

1大ニシテ，其ノ増加量ハ夫’々4．74cm 5・82cm，

女子二二テハ8年ト9年，10年ト11年トノ間最

大ニシテ其ノ増加量夫々6．89cln 5・71cmナリ．

男子ト女子トヲ比較スルニ，男子ハ7年，8

年，10年及ビ11年二於テ，女子二僅カニ優レル

モ，9年，12年及ビ13年＝於テハ女子二劣レ’

1リ．以上二於ケル男女ノ差異ヲ統計學的二槍ス

1ルニ，第16表：B二重ス如ク，何レノ年齢二於テ

モ有意ナラザル結果ヲ示セリ．

身長ト年齢別，性別トノ關賢

答 男 女

M1土mt σ1
1年ノ
揄ﾁ量

調査

l員
M2±m2 σ2

1年ノ
揄ﾁ量

調査

l員
7 113．30±0．93 3．36

一
13 111．53±0，72 3．52

一
24

8 115．37＝ヒ0．47 4．68 2．07 99 114．12±0．55 4．63 2．59 70’

甲

9 120．11±0．44 4．12 4．74 88 120．98±0．66 5．89 6．89 79

10 125．93±0．61 4．98 5．82 85 124．73±0．52 4．33 3．75 68

11 130．48±0．68 5．92 4．55 75 130．44±0．53 5．20 5．71 96

12 13296±0．71 5．83 2．48 68 135．5ら±0．74 6．66 5．11 80

13 139．30±0．67 6．02 6．34 81 140．54±0．70 8．72 4．99 76

第16表B  年齢別身長ノ性的差異

誰
7

8

9

10

11

12

13

男～女

Mlr’vM2

1．77

1．25

0．87

1．20

0．04

2．59

1．24

31／M撃?奄撃≠鰍?rlllli｛｝＋m，．2

3．53

2．16

2．38

2．41

2．59

3．08

2．91

［ 16S ］
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    第2項 年齢別及ビ性別禮重

 年齢別本ビ性別二於ケル艦重ヲ測定セル成績

ハ第17表Aノ如シ．年齢ノ増加＝從ヒ，男女歯

髄：重ノ増加セルハ勿論ナルガ，其ノ増加量（1

年間二於ケル）ハ男子＝於テハ9年ト10年及ビ

12年ト13年トノ間間於テ最モ大ニシテ，4．72kg

及ビ3．56kgヲ示シ，女子蝕甚テモ9年ト10年及

ビ12年ト13年トノ聞二夫々最大値3．85kg及ビ

3・10kgヲ示セリ．次＝各年齢二二ケル男子ト女

子トヲ比較スルニ，男子ハ7年（O．85kg），8年

（0．41kg），10年置0．41kg），11年（1・03kg）二於テ

夫々女子ヲ凌駕セルモ，女子ハ9年（0・46kg），

12年（1．24kg）及ビ13年（0．78kg）＝於テ男子ヲ

凌駕セリ．而シテ，以上ノ男女間ノ罷重ノ差異

ハ統計學的＝見ルニ，7五二於ケル差異ハ有意

ナルモ，8，9，10，11，12，13年＝於ケル差

異ハ有意ナラズ．（第17表：B参照）

第17表A  禮重ト年齢別，性別トノ關係

誌
7

8

9

10

11

12

ユ3

男

Ml±ml

ユ9．22±0．41

20．47±O．22

22．26±O．21

26．98±O．37

29．25±O．44

29．62±O．63

33．18±O．61

O1

1．47

2．ユ0

1．99

3．37

3．80

5，00

5，56

1年ノ
増加量

1．25

1．79

4．72

2．27

0．37

3．56

調査
人員

13

95

90

83

75

64

83

女

M2：ヒln2

18．37±O．40

20．06±O．24

22．72±O．33

26．57±O．35

28．22±O．41

30．86±O．48

33．96±O．53

a2

1．98

2，04

2．97

2．84

3．96

4．41

4．58

1年ノ
増加量

1．69

2．66

3．85

1．65

2．64

3．10

調査

A員
24

70

se

65

94

83

76

第17表B  年齢馬上重ノ性的差異

性 男～女
非才

M1～M2 13癖＋岬
7 0．85 0．72

8 0．41 098
9 0．46 1．17

10 0．41 1．53

＼11 1．03 1．80

12 1．24 2．38

13 0．78 2．42

     第3項小当及ビ考按
 今上述ノ男女ノ年齢的身長ノ増加ヲ護育曲線

ヲ以テ示セバ第6圖ノ如シ．帥チ余等ノ場合ハ

8－9年ノ闇二女子バー旦男子ヲ凌駕セルモ，

9－10年＝至り再ビ男子之ヲ凌駕シ，10－11年

二至リ女子が男子二接近シ，11－12年以後女子

が更二男子ヲ凌駕セルラ示セリ．之ヲ高畠氏が

同ジク金澤市ニテ槍査セル成績ト比較スル＝

余等ノ場合男子ハ11－12年間ノ増カロ量（2e48）ハ

梢々少キモ，女子バー様ノ増加ヲ示セルニ依

ル．高畠氏ノ調査二於テハ，余等ト同様ノ男女

ノ増加關係一白リ11年ヨリ，女子ハ男子ヲ凌駕

セルラ示モリ．但シ8－9年二四テハ余等ト異

ナリ男子ハ女子ヨリ凌駕シ居レリ．更二諸家ノ

報告ヲ見ルニ，BodWitch， Axel－Key， Stratz，

Lange等ハ11年目リ15年ノ古畳於テハ身長及

ビ禮重共二女子ハ男子ヲ紹封的二凌駕スルモノ

ナリ〉ナスニーi致セリ．
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 本邦ノ記載昌於テ宅，身長＝於テ田原氏ハ

11－13年，三島氏ハ10－11年～13－14年間ハ女

子ハ男子ヲ凌駕セリ．而シテ上記高畠氏ハ更二

都市ト共二田園小都市及ビ農山村見童ニツキ古

屋氏ト共同調査ヲ行ヒ男女ノ身長獲育傾向ヲ研

究セル結果ニヨレバ，大都市二比シ小都市及ビ

農山村ノ如ク僻阪ノ地二行ク程男女ノ年齢別身

長護育曲線ノ交叉ハ逞延ヲ見，其ノ原因が諸家

從來ノ主張ノ如キ女子思春期獲育ノ結果＝ヨル

ノミナラズ，更二男子三明ノ都市型獲育ノ特徴

トシテ10歳以後二於テ身長獲育阻止傾向ヲ有ス

ル結果ニモヨルモノナリト聰明セリ，

鈍重ノ増加傾向二關シテモ余等ノ調査成績ニ

ヨレバ身長ト略々同様ノ経過ヲ示セル男女艦重

曲線ヲ得タリ．而シテ高畠氏ノ同ジク金澤市二

於ケル成績モ同氏ノ身長曲線ト略々一致セル男

女艦重曲線ノ交叉ヲ見納リ．省本邦二於テ，田

原氏ハ12－14年，三島氏ハ1 1－12年～13一一14年

二才テ女子ハ男子ヲ凌駕セル結果ヲ記載セリ．

第6圖  身長講評ト年齢別性別護育曲線
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      第3節肺 活 量

     第1項肺活量ノ意義
 石川氏旧業レバ肺活量トハ最大ノ努力ニヨツ

テ大氣ヲ吸入セル後，更二最大ノ努力ニョツテ

呼出シ得ル全氣量ヲ以テ表ハサルベキモノニシ

テ，肺臓が積極的意志的二糊張サレ牧縮サレ得

ル最大能力ノ程度ヲ標示ズルモノナリト．生理

學的ニハ即チ呼吸氣＋補氣＋蓄i氣＝肺活量トナ
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ル．而シテ肺活量ノ値ハ生理學的ノ意味ノミ

ナラズ實験心理學的ニモ意義アリトセラレ，

Dreyer氏ハ肺活：量ハ身長，二重，胸二二ビ坐

高トヲ日嗣聯シテ身髄的性能槍査上二重要ナリ

ト唱へ，吉田（章），島（誠）氏等ニョレバ一二蓮

糸能力，持久力ト密接ナ關係アリトセラル．從

ツテ肺活量ノ測定ハ兇童ノ健康虚弱歌態ノ判定

上ニモー一指標タリ得ルモノナリ．

 術測定方法ハ第2章二詳述セシモ其ノ測定値

ハ理論的ニハ0。C 1氣堅時ノモノニ統一補正ス

ベキモ，余等ハ便宜上凡テ室温ノ儘トナセリ．

    第2項年齢，性別ト肺活量

 各年齢二於ケル肺活量ヲ示セバ第11表ノ如

ク，年齢ノ増加＝ツレ肺活量ハ増大シ其ノ増加

量ハ男二於テ11年ト12年ノ間ハ100．25ccニシテ

最モ小，10年ト11年トノ差265，40ccニシテ最モ

大，女＝於テハ7年ト8年トノ増加量92．26cc

ニシテ最：モ小，12年ト13年トノ聞ノ増加：量

247．95ccニシテ最：大ナリ．

 各年齢ヲ通ジ男ノ肺活量ハ常二女ヨリ大ナ

リ，其ノ差異ノ最小ハ13年＝於ケル97．83ccニ

シテ，最大ハ11年二於ケル178．01ccナリ．

 從ツテ男子ト女子トノ比藪タル男女係数帥チ
女子肺活量
     ×100ノ値ハ常二各年齢共100以下二
男子肺活量

シテ第11表二示ス如ク，霊験ノ場合ハ90．21－

95．53，雫均91．94ヲ示セリ．

第11表  肺活：量ト年齢及性別

男 女
年齢 男女差 男女係敷

調査

l員 M±m σ
1年ノ
揄ﾁ最

調査

l員
M±血 σ 壇加量

7 13 1175．77±50．76 183
一

24 1074．17±26．74 131
一

102 91．36

8 100 1293．00±20．80 208 117 70 1166．43±23．15 196 92．21 127 90．21

9 88 1491．59±22．39 210 199 80 1371．25±57．61 227 205 120 91．93

10 84 1639．05±30．22 277 147 65 1506．54±31．51 254 135 133 91．92

11 74 1904．45±38．60 332 265 97 1726．44±28．93 285 220 178 90．65

12 67 2004．70±43．49 356 100 83 1843．80±34．47 314 117 164 91．97

13 83 2189．58士42。15 384 185 77 2091．75±45．95 403 248 98 95．53

 2 200

 21 OO

 2000

 900
 800
肺 700

活 600

量 500

命400
W 300
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第5圖 肺活量ト年齢
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     第3項 肺活量 1・ ee重

 生理量的ニハ罷重ノ大ナル者ハ小ナル者ヨリ

瓦斯代謝其他呼吸機能ノ要求程度ハヨリ大ナル

ベク，從ツテ禮重ノ大ナル者ハ肺活量モ増大ス

ルモノトセラル．而シテ肺活量ト艦重トノ比率

ヲ通常（肺）活量係数ト構ス．而シテ活量係数ノ

値ノ大小着生禮ノ呼吸瓦斯代謝能ノ要求量ト供

給能力程度トノ關係ヲ判定スルー指標タリ得ト

セラレ’，從ツテ此ノ並立ノ大ナルハ其ノ要求＝

謝スル耐容能力二鯨裕ノ大ナル誰徴タルモノト

認メラル．余等目違年齢ノ平均活量係数ヲ調査

セルニ；ig 1 2表＝示ス如シ．帥チ男ハ60．68－

67．68，李均64．40，女ハ58．69－65．79，平均59・45，

男女平均61・93ニシテ男ハ女ヨリ・モ大ナル値ヲ

示セルモ，年齢的ニハ大ナル攣動ナキが如シ．
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第12表 肺活量ト艦重

肺活量（cc）

ﾞ重（kg）
＝活量係数

年齢 男 女 男女李均

78910111213

61．18

U3．17

U7．01

U0．68

U5．12

U7．68

U5．99

58．47

T8．14

U0．35

T6．70

U1．17’

T9．74

U1．59

5～瓦83

U0．66

U3．68

T8．69

U3．15

U3．71

U3．79

李均 64．40 59．45 61．93

     第4項肺活量ト身長
 肺活量ト身長トノ比帥チ比肺活量ヲ各年齢ニ

ツキ槍スル世理13表（1）二示セル如シ．帥チ性

別的二男ハ10．3－15．7，準均13．7，女鯛9．6－

14．9，平均12．3ニシテ男ハ女ヨリモ大ナリ．叉

年齢的ニハ男女共年齢ノ増加スルニ從ヒ其ノ値

ハ増大セリ．次二年齢ノ増加ト共二，身長ノ増

加lcm感興スル肺活：量ノ増加量ヲ算出シ見ルニ

第13表（2）ノ如シ．帥チ其ノ値ハ男25－58・2cc，

亭均41．9cc，女22．9－49・7cc，平均35・2ccニシ

テ，男ハ女ヨリ歩々大ナル如キモ，其ノ数値ノ

動揺壮大ニシテ，年齢的憂心男女共一定ノ關係

ヲ認メ難シ．

 第13表
（1）

肺活量

三二灘揚土il）

年 齢

7

8

9

10

11

12

13

牢 均

男

10．4

10．3

12．4

13．0

14．6

15，1

15．7

13．7

女

9．6

10．2

11．3

12．1

13，2

13．6

14．9

12．3

ト身長
   （2）

身長1cm増加二封ス
ル肺活量：増加度（cc）

年 齢

7，N．8

8一一9

9，h．10

10”vll

11N12
12tv 13

牢 均

男

（cc）

56．5

42．0

25．3

58．2

40．3

29．2

41．9

女

（cc）

35．5

29．8

34．7

38．5

22．9

49．7

35．2

      第5項 考  按

 余等ノ肺活量測定成績ヲ本邦ノ報告ト比較シ

見ルニ，男女共石川氏ノ成績ヨリハ梢々大ナル

値ヲ示シ，吉．田（章）氏ノモノト肥大艘一致セ

ルモ余等ノ値ハ樹僅カニ大ナリ．叉諸家報告

ハ性別的ニハ男ハ常＝女ヨリ大ナル値ヲ示セル

ガ，夫ハ爾者禮格上（十重，身長，胸園等ンノ相

違二主トシテ原因スルモ，術士ノ上心理的二，

意志力ノ性的差異ノ影響モ加ハルモノトセラ
ノレ．

 次二肺活量ト盟重及ビ身長トノ關係＝ツキ

：Kotelmann氏ニヨレバ，禮重，身長及ビ肺活量

ハ共二年齢ノ増加二比例シテ増加スルモ，肺活

量ノ年齢的増加速度ハ髄室ノ夫ヨリ逞キモ，身

長ノ夫ヨリハ早シト．

 帥チ蒲鉾〉肺活量〉身長ナル關係アリトナセ
リ．

 從ツテ活量係数ハ同氏ノ成績ニヨレバ年齢ノ

増加ト昏睡減少スベキ結果ヲ報告セリ．反之，

本邦ノ石川氏ハ6－16年ノ児童ニツキ槍セシニ

（第14表），活量係数パ何等年齢的差異ヲ示サ

ズ，且ツ共ノ月白ハ男女何レモ60以下ノ値ヲ示

セリト．別所氏ハ學童（男332人，女294人）ニツ

キ槍シ，男35－95，田均63，女20－75，亭均58

ナル結果ヲ得タリ．

 余等ノ活：量係数ハ上述ノ如ク，著シキ年齢的
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差異ヲ認メ得ザルハ石規戎ノ成績ト同ジキモ，

其ノ数値ハ60以上ナルモノ勘カラズ，殊二男子

ハ凡テ60以上ヲ示シ，女子ハ三々男子ヨリ小ナ

ルモ，’尚60前後ノ数値ヲ示シ夫々1亭均値二於テ

ハ別所氏ノ成績ト略々一致セリ．

 比肺活量二關シテハ男女何レ’モ年齢ノ増加ト

共＝，其ノ数値ハ大トナルヲ示シ，Kotelmann

氏ノ読昌從ヘル結果トナレリ．本邦ノ石川氏ノ

成績モ同様ノ關係ヲ面革ルモ但シ其ノ数値ハ余

等ノモノニ比シ梢々小ナリ．

次二年齢ノ増加ト共二，身長1cmノ増加二封

スル肺活量ノ増伽量ニツキテ之ヲ諸家報告ト比

較スル＝，Arnold氏バ欧洲入ニツキテ槍シ，男

子60cc，女子40ccノ増加：量ヲ見ルトシ，本邦

ノ石川氏ハ男子李均39cc，女子亭均35cc（6－

17年聞）ノ増加量ナルヲ報ジ，余等ノ成績ト殆

ンドー致セリ．帥チ本邦人ハ激洲二二比シ，肺

活量ノ速達ハ割合＝小ナルヲ示セリ．

第14表  活量係数ノ比較

報告者 一等ノ成績（金澤） 石川氏（岡山）
Kotelmann
@（欧洲）

訳 男 女 亭 均 男 女 （男女？）

7 61．18 58．47 59．83 51．02 42．52
一

8 63．17 58．14 60．66 57．59 48．78
一

9 67．01 6035 63．68 57．80 48．10 69．32

10 60．68 56．70 58．69 55．72 50．26 69．37

11 65．12 61ユ7 63．15 58．89 50．16 69．18

12 67．68 59．74 63．71 59．48 48．18 67．51

13 6599 61．59 63．79 5791 46．05 66．75

7－13
?均

64．40 59．45 61．93 56．26 45．72 ↓

第15表比肺活量並ビニ身長1cm増加二一スル肺活量ノ増力1四二關スル比較

6

7

8

9

10

11

12

13

14

李 均

・）蟹課寄

余  等

男

10．3

10．3

12．4

13．0

14．6

15．1

15．7

13．7

女

9．6

10．2

11，3

12．1

13．2

13．6

14．9

12．3

m）

cc）一 2）」T齢1）（呵
石 川 氏 性 余 等 石 川 氏

男 女
年齢

男 女 男 女

6－7 一 一
37 42

92 72 7－8 56．5 35．5 56 42

、8－9 42．0 29．8 22 20

9－10 25．3 34．7 18 35

11．6 9．7 10－11 58．2 38．5 47 28

11－12 40．3 22．9 45 21

之 12－13 29．2 49．7 25 24

14．0 11．6 13－14 一 一
40 56

》

14－15 一 一
58 47

」
1 ↓

↓ 牢 均 41．9 35．2 39 35

第4章 結

余等ハ第1及ビL2報二引キ績キ総撒1005名ノ

論

男女學童ニツキ，膿温ヲ安静時（6日間蓮績午
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前及ビ午後）及ビ蓮動（駈足10分間）前後二測定

シ，且ツ共ノ結果トマソトー氏反慮トノ關係ヲ

調査シ，叉身長，髄重，肺活：量ヲモ測定シ，之

等ノ結果ニツキ述べ：タリ．之ヲ要約スレバ次ノ

如シ．

 1．＄，kZls，均膣温 午前ハ36．51±0．01。C，午

後ハ36．65±0．009。Cニシテ午後ノ罷温ハ午前ヨ

リモ局シ．

 2．禮温分布 午前ハ36．35。c一一一36．65。c，午

後ハ36．50。C－36．80。Cノ聞ノ分布最モ濃厚ナ

リ．

 3．年齢別髄帆 各年齢（7－13年）共午後ノ

髄盗ハ午前ヨリ高ク，各年齢相互聞二於テハ7

年（午前）及ビ10年（午前，午後）ヲ除ケバ年齢ノ

増加二從ヒ盟温ハ低下ノ傾向ヲ示セリ．

 4．性別ト艦温総平均二於テ男ハ午前36．56

±0．O13。C，午後36．71±0．012。C，女ハ午前36．45

±0．0130C，午後36．59±0．013。Cニシテ，男ハ

午前，午後共女ヨリ轟々高シ．

 5．異常禮濫（37．1。C以上）ト年齢

 37．1。C以上ノ所謂異常禮温ヲ有スル人員及

ビ其ノ襲生母撒ノ百分i率ハ年齢ノ増加二三ヒ概

シテ低下ヲ示セリ．6日間ノ連績槍法ヲ通ジ総

人員二於テ52．94％ノ異常罷溜護生者アリ．総t

測定回敷ニツキ11．82％二曲レリ．

 6．働盛トマント・・一氏反鷹

 総平均禮温ハマソトー叢誌鷹ノ陽性者ト陰性

者トノ聞二午前，午後共殆ンド差異ヲ認メズ．

異常艦温獲生者ハマソトー氏反鷹ノ陰性ト陽性

トノ気門有意義ナル差異ヲ見ズ．

 7．蓮；動辻畑ル出帆ノ動揺

 総人員二於テ66．47％ハ蓮；動後雫均0．39。Cノ

禮盗ノ上昇ヲ示シ，16・52％ハ禮盗ノ差異ヲ示
 む
サズ，而シテ17．01％ハ却ツテ的中後平均0．27。C

ノ罷温減少ヲ示セリ．各年齢別相互ノ聞ニハ特

殊ノ關係ヲ認メザリキ．叉蓮動ニヨル罷温ノ動

揺トマソトー氏反鷹ノ陰性，陽性トノ聞皇バー

貫セル有意義ナル結果ヲ得ザリキ．

 8．身長及ビ禮重ノ獲育傾向

 性別，年齢別路ヨル身長ノ継馬傾向ヲ調査セ

ル：，女ハ9年，12年及ビ13年’＝於テ男ヲ凌駕

セルモ，其他ノ年齢ハ男時劣リ，男女ノ畿育曲

線ハ8－9年，9－10年，11一一一12年間二於テ3

回ノ交叉ヲ示セリ．

 同様二罷重二於ケル護育傾向ヲ調査セルニ，

身長ノ場合ト皆々同様s，内旨9年，12年及ビ

13年二於テ男ヲ凌駕シ爾者ノ護育曲線二於テモ

略々同様ナル關係ヲ示セリ．

 3．肺活量ト年齢及ビ性別

 肺活量ハ年齢ノ増加ト共二増大シ，男ハ常＝

女ヨリ大ナル数値ヲ示セルモ，本邦諸家ノ成績

二比シ，一般二着々大ナル結果ヲ示シ，殊二女

二於テ其ノ傾向強ク，男女係数ハ90一一96ノ聞ニ

アリキ．

 10．肺活量ト露虫

 爾者ノ比率帥チ活：量係敷ヲ調査セシニ，男ハ

60．68－67．68，平均64．40＝シテ，女ハ56．70－

61．59，亭均59．45ヲ示シ，男ハ女ヨリ梢々大ナ

ルモ，男女共年齢的二著シキ差異ヲ認メズ．

 11．肺活量ト身長

 肺活量ト身長トノ比帥チ比肺活量ハ男ハ10．4

－15．7，亭均13．7，女ハ9．6一一一14．9，平均12・3ニ

シテ，男出女ヨリ群々大津シテ且ツ男女共年齢

ノ増加＝從ヒ其ノ数値ハ増大ス．伺1年闇二於

ケル肺活量ノ増加：量ト身長ノ増加量トノ比率ヲ

調査セルニ，男ハ25．3－58．2，亭均41．9，女ハ

22．9－49．7，亭均35．2ヲ示シ，男細砂ヨリ梢々

大ナル如キモ，男女共年齢的＝ハ特殊ノ關係ヲ

認メズ．．

  稿ヲ終ルニ臨ミ御指導御校閲ヲ賜りシ恩師泉敢

 授二深謝ス．伺本調査二多大ノ御協力下サレタル

 小學校當局ノ方々並二教室員諸氏ノ螢ヲ鳴謝ス．
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